
































要約:最近では、生活環境の変移に伴い呼吸器症状やアレルギー性疾患等の有症者が増加

傾向を示し、特に都市部において顕著だといわれている。本調査・研究をみる限り、喘鳴

およぴ喘息性疾患の予防対策は、家族歴の存在下における初産前の妊婦を対象とした健康

診査ならぴに啓発事業の充実を提案する。また、多様化している子育て環境では、生活状

況を考慮に入れた詳細なネットワーク作りが肝要と思われる。さらに、対人母子保健サー

ビスの最前線となる市町村での充実が、最も重要な今後の課題点である。


